










要旨:スクリーニングによる予後良好例の大幅な増加と進行神経芽腫治療における化学療

法の有効性の確立を踏まえ、神経芽腫の至適手術治療を検討する必要に迫られている。乳

児例でも進行例でも系統的リンパ節切除をしない縮小手術を l985 年以降行い、乳児例は

非手術 4例、再発非手術 2例、部分切除 3例を含め全例腫瘍なく生存治癒した。進行例で

も術中照射を併用し、局所再発がほとんどない良好な治療成績が得られた。乳児例・進行

例いずれも両側腎を全例で温存できた。神経芽腫の手術は乳児例・進行例いずれでも系統

的な radical surgery はもはや必要ないことが示された。


